
．
書
　
　
評

橿
原
考
古
学
研
究
所
編

近
畿
古
文
化
論
致

有
　
光
　
教
　
一

　
奈
良
県
の
擬
原
神
宮
外
苑
に
あ
る
橿
原
考
古
学
研
究
所
は
、
昭
和
三
十
七
年

を
も
っ
て
、
創
立
二
十
五
周
年
を
迎
え
た
。
ま
こ
と
に
慶
賀
に
た
え
な
い
。
本

書
は
そ
れ
を
記
念
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、
所
長
の
三
三
雅
雄
博
士
ほ
か
二

十
五
氏
が
執
筆
い
て
い
る
。

　
同
研
究
所
の
発
端
は
、
昭
和
十
三
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
橿
原
神
宮
外
苑
の
整

備
拡
張
に
伴
っ
て
繊
現
し
た
い
わ
ゆ
る
「
橿
原
遺
跡
」
の
調
査
に
あ
る
。
同
遺

跡
の
調
査
は
昭
和
十
六
年
で
終
っ
た
が
、
そ
の
後
、
大
和
を
中
心
と
す
る
近
畿

各
地
の
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
業
績
を
あ
げ
、
橿
原
考
古
学
研
究
所
の
名
は
、
学

界
に
周
知
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
そ
の
事
業
の
概
要
は
、
本
四
の
巻
宋
に
附
載

す
る
櫃
原
考
古
学
研
究
所
事
業
略
記
に
撫
で
い
る
が
、
お
も
な
も
の
だ
け
で
も
、

百
件
を
越
え
る
。
ま
た
、
そ
の
事
業
に
参
加
す
る
研
究
所
員
に
は
、
単
に
考
古

学
の
専
門
家
だ
け
で
な
く
、
文
献
史
学
、
民
俗
学
、
神
話
学
、
言
語
学
、
翻
文

学
、
地
理
学
、
建
築
史
学
、
人
類
学
、
動
物
学
、
植
物
学
な
ど
隣
接
諸
学
科
の

学
蒋
が
招
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
嗣
研
究
所
の
特
色
は
、
こ
れ
ら
諸
学

者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
的
立
場
に
お
い
て
研
究
し
た
成
果
を
綜
舎
す
る
と
こ
ろ

に
あ
る
べ
き
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
い
ま
こ
こ
に
と
り
あ
げ
る
「
近
畿
古
丈
化
論
評
」
は
、
岡
研
究
膀
の
全
研
究

貴
の
寄
稿
し
た
も
の
で
、
考
古
学
の
論
文
の
み
な
ら
ず
、
右
に
挙
げ
た
諸
学
柵

に
関
す
る
論
交
を
奮
む
の
は
当
然
で
あ
る
、
多
岐
に
わ
た
る
論
題
を
か
か
げ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
、
蒸
蓄
を
傾
け
て
い
る
と
こ
ろ
に
本
書
の
特
微

が
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
、
ま
た
、
橿
原
考
古
学
研
究
飯
の
特
色
に
ほ
か
な
ら
な

い
と
思
う
。
本
書
の
内
容
は
、
す
な
は
ち
、
左
表
の
如
く
で
あ
る
。

　
大
和
の
古
代
交
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
末
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雅
雄

　
大
阪
府
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抜
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叉
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研
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追
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湾
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蛸
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詐

建
築
遣
跡
調
査
の
発
展

巨
勢
氏
祖
先
伝
承
の
成
立
過
程

紀
氏
に
関
す
る
一
試
考

軍
師
神
祉
の
一
考
察

十
輪
寺
結
衆
僧
に
つ
い
て

漢
代
の
博
山
炉

用
の
水
生
昆
・
虫
の
遷
移

古
代
日
本
の
倥
居
鋳
か
ら
出
土
す
る
桃
核
に
つ
い
て

黛
　
浄
　
　
恥
｛

㍉
、
’
●
　
　
庭
メ
　
　
　
　
　
ト
“

倒
木
孝
次
鄭

岸
　
　
俊
男

井
上
　
薫

平
山
敏
治
郎

杉
本
　
憲
司

津
田
　
松
苗

小
下
水
卓
二

　
そ
し
て
搭
載
に
、
橿
原
考
古
学
研
究
所
事
業
略
記
と
執
筆
者
紹
介
を
加
え
る
。

　
一
々
の
論
文
に
つ
い
て
詳
し
く
論
評
を
掬
え
る
こ
と
は
詐
者
の
能
力
の
及
ぶ

と
こ
ろ
で
な
い
し
、
あ
た
え
ら
れ
た
紙
数
に
も
制
限
が
あ
る
の
で
、
ひ
と
わ
た

り
の
紹
介
に
、
評
者
が
興
味
を
お
ぼ
え
た
点
を
加
え
て
責
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
と
し

た
い
。

　
「
大
和
の
古
代
文
化
」
　
（
末
永
雅
雄
）
は
、
橿
原
考
古
学
研
究
所
が
今
日
ま

で
調
査
研
究
し
て
ぎ
た
と
こ
ろ
を
基
調
と
し
て
、
大
和
の
古
代
文
化
を
、
蔭
紋

以
前
の
文
化
か
ら
説
き
は
じ
め
て
、
大
観
し
た
も
の
で
、
と
く
に
橿
原
遺
跡
や

麿
吉
遺
跡
、
そ
れ
に
、
主
要
な
古
墳
に
関
す
る
研
究
成
果
を
と
り
い
れ
る
。
古

墳
被
葬
看
、
営
造
者
の
問
題
、
彼
ら
の
住
民
地
域
に
つ
い
て
の
考
察
か
ら
宮
漏

の
問
題
に
お
よ
び
、
今
後
の
闇
黒
点
を
指
摘
し
て
、
．
そ
の
解
決
に
は
考
古
学
と

古
代
史
と
の
提
携
が
必
要
で
あ
る
と
強
調
し
、
研
究
所
長
と
し
て
の
抱
負
を
述

べ
る
。

　
次
の
島
五
郎
博
士
の
論
文
は
、
昭
湘
三
十
二
年
・
三
十
三
年
に
お
け
る
、
大

販
言
霊
府
遣
跡
の
調
査
の
襟
発
見
の
縄
紋
期
人
骨
中
の
一
体
（
壮
年
男
性
）
に

認
め
ら
れ
た
歯
牙
加
工
の
新
資
料
に
つ
い
て
で
あ
る
。
日
本
で
今
日
ま
で
に
報

告
さ
れ
た
又
状
研
歯
人
骨
の
分
布
は
、
ほ
と
ん
ど
東
海
地
方
に
集
中
し
、
僅
か

に
二
例
が
国
府
遺
跡
か
ら
撮
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
．
こ
れ
は
単
な
る
抜

歯
人
骨
の
出
土
例
の
分
布
が
殆
ん
ど
金
圏
に
及
ん
で
い
る
の
と
は
対
照
的
で
あ

り
、
興
味
深
い
。

　
　
「
考
古
地
理
学
と
そ
の
課
題
」
　
（
藤
岡
謙
二
郎
）
の
考
古
地
理
学
は
、
藤
岡

醇
士
の
提
唱
に
か
か
り
、
拠
り
ど
こ
ろ
と
す
る
資
料
に
よ
っ
て
歴
史
地
理
学
を

わ
け
た
場
合
、
文
献
を
資
料
と
す
る
文
献
地
理
学
に
鮒
立
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

先
史
地
理
学
と
は
、
分
類
の
規
準
を
異
に
す
る
。
藤
岡
隙
士
が
こ
の
論
文
で
は

力
説
し
て
い
る
の
は
、
考
古
地
理
学
は
、
考
古
学
の
地
理
学
的
研
究
に
終
っ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
、
考
古
学
的
な
遺
跡
遺
物
が
占
有
す
る
歴
史
的
空
間
の
再
編

成
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
の
考
古
地
理
学
の

立
場
か
ら
、
奈
良
盆
地
に
お
け
る
、
盛
代
地
域
の
風
詠
を
試
み
た
の
が
、
次
の

　
「
遣
跡
分
布
よ
り
み
た
古
代
地
域
の
考
察
」
　
（
伊
達
宗
泰
）
で
あ
る
。
多
く
の

地
図
と
表
を
使
っ
た
三
十
頁
を
越
え
る
労
作
で
あ
る
。

　
　
門
考
古
学
に
お
け
る
古
代
文
化
の
復
元
に
つ
い
て
」
（
島
田
暁
）
は
、
い
わ
ば

考
古
学
研
究
法
に
関
す
る
論
文
で
、
－
一
1
遺
物
の
形
態
的
研
究
を
中
心
に
一

と
い
う
副
題
が
つ
い
て
い
る
。
著
者
は
こ
の
論
文
の
な
か
で
、
古
墳
時
代
の
死

霊
観
念
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
れ
を
円
筒
填
輪
と
い
う
遺
物
の
蟻
溝
を
通
じ
て
考

え
よ
う
と
し
、
そ
れ
が
著
者
の
言
う
理
論
考
古
学
の
一
つ
の
試
み
で
あ
る
と
説

く
。
　
　
「
高
床
式
建
築
考
」
　
（
綱
干
善
教
）
は
、
弥
生
式
文
化
期
の
住
居
の
一
様
式

で
あ
っ
た
高
床
式
建
築
に
つ
い
て
、
既
知
の
い
く
つ
か
の
資
料
と
と
も
に
奈
良

、
鼠
御
所
市
の
鴨
都
波
神
経
境
内
発
掘
の
建
築
遺
構
と
、
唐
古
遺
跡
か
ら
採
集
さ

161 （Jro9）



れ
た
高
影
面
建
築
の
絵
の
・
あ
る
土
器
片
の
、
二
つ
の
新
資
料
を
挙
げ
て
考
え
た

も
の
。

　
「
前
方
後
円
墳
に
お
け
る
築
造
企
画
の
展
開
し
　
（
上
照
宏
範
）
は
、
十
枚
の

挿
函
と
七
欄
の
表
を
用
い
て
、
臼
本
古
墳
墓
中
も
っ
と
も
特
色
あ
る
前
方
後
円

墳
の
墳
形
を
、
地
割
あ
る
い
は
設
計
の
問
題
に
焦
点
を
あ
わ
せ
て
、
型
式
学
的

研
究
の
基
盤
、
基
準
設
計
の
存
在
、
基
準
設
計
の
拡
大
と
縮
少
、
変
異
型
の
発

生
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
た
力
作
。
昭
和
二
十
五
年
以
来
こ
の
問
題
を
説
ぎ
続

け
て
き
た
与
野
の
纒
め
と
も
見
ら
れ
る
。

　
「
古
墳
中
期
初
頭
前
後
の
古
墳
偏
　
（
小
島
俊
次
）
は
、
ま
ず
資
料
を
列
挙
し
、

外
部
施
設
、
内
部
構
造
か
ら
の
観
察
と
、
謂
葬
品
か
ら
の
観
察
と
を
、
多
く
の

表
を
援
周
し
な
が
ら
行
っ
た
も
の
。
ま
た
「
中
期
古
墳
の
謂
葬
晶
と
そ
の
披
術

史
的
意
義
扁
　
（
北
野
耕
平
）
は
、
鋲
留
式
甲
胃
の
出
現
の
事
情
を
経
と
し
、
そ

の
製
作
者
の
闇
題
と
技
術
上
の
問
題
を
緯
と
し
た
考
古
学
的
考
察
で
あ
っ
て
、

初
期
馬
面
の
問
題
や
鍍
金
製
品
の
問
題
、
さ
ら
に
、
帰
化
工
人
に
よ
る
新
微
罪

導
入
の
意
義
に
説
き
及
ぶ
。

　
「
伊
勢
湾
沿
岸
の
醐
文
数
神
獣
鏡
に
つ
い
て
」
　
（
澄
閏
蕉
一
）
は
、
一
二
重
県

多
気
郡
神
前
塚
発
見
の
弔
文
帯
神
獣
鏡
か
ら
説
き
は
じ
め
て
、
神
島
八
代
神
社

の
画
女
帯
神
獣
鏡
、
醐
崎
市
の
亀
山
古
墳
と
名
古
屋
市
の
双
子
山
古
墳
か
ら
出

土
し
た
画
文
帯
神
獣
鏡
に
つ
い
て
述
べ
、
凶
世
紀
か
ら
五
世
紀
に
か
け
て
の
頃

の
伊
勢
湾
沿
岸
と
畿
内
と
の
政
治
な
い
し
文
化
の
関
係
を
解
明
す
る
一
つ
の
有

力
な
手
が
か
り
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
櫛
田
川
を
灘
る
ル
…
ト
と

吉
野
川
ル
ー
ト
と
の
結
び
つ
き
を
示
唆
し
た
。

　
「
飯
蛸
壷
形
土
器
と
須
恵
器
生
産
の
問
題
」
　
（
森
浩
ご
は
、
大
阪
湾
沿
岸

廊
土
の
飯
蛸
壷
と
呼
ば
れ
る
小
型
土
器
を
主
題
と
す
る
。
そ
れ
は
弥
生
式
前
期

以
来
の
長
い
正
統
を
も
つ
撫
具
で
あ
る
．
を
の
機
能
を
効
果
的
に
す
る
た
め
の
　
の

工
夫
が
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
形
態
や
型
式
の
変
化
を
生
ん
だ
こ
と
を
概
観
、
回

し
、
大
阪
府
南
部
に
お
け
る
須
恵
器
窯
幽
土
の
飯
蛸
壷
形
土
器
を
論
じ
て
須
恵
　
6
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

器
編
年
と
の
対
比
を
試
み
、
須
恵
器
生
落
の
変
遷
に
及
ん
だ
示
唆
に
富
む
論
文

で
あ
る
。

　
「
組
合
式
木
棺
に
つ
い
て
」
　
（
藤
原
光
輝
）
は
、
ま
ず
、
奈
良
県
三
倉
堂
お

よ
び
大
阪
府
土
保
山
古
墳
発
見
の
組
合
式
木
縮
の
実
例
に
つ
い
て
、
構
造
を
あ

き
ら
か
に
し
た
の
ち
、
近
年
の
綿
密
な
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
組
合
式
木
棺
の
存

在
が
推
定
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
古
墳
例
を
あ
げ
て
比
較
検
討
し
、
次
い
で
原
形

が
組
合
木
棺
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
長
持
形
聡
棺
や
組
合
式
石
棺
の
類
を
参

照
し
な
が
ら
、
そ
の
構
造
や
埋
葬
法
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
っ
た
論
考
で
あ
る
。

十
六
葉
の
挿
図
と
多
数
の
表
が
添
え
て
あ
る
。

　
「
八
腿
烏
伝
承
の
持
つ
鷹
史
性
」
　
（
池
田
源
太
）
は
、
神
武
紀
に
鵠
て
く
る

頭
八
腿
鳥
伝
承
は
、
鴨
氏
の
氏
族
伝
承
と
し
て
ト
…
テ
ミ
ズ
ム
的
性
格
を
も
つ

が
、
そ
の
点
、
大
伴
氏
の
氏
族
伝
承
と
も
関
係
が
あ
ろ
う
と
説
く
。
そ
し
て
、

古
代
大
和
の
氏
族
を
越
え
て
、
ひ
ろ
く
心
界
各
地
で
知
ら
れ
て
い
る
動
物
説
話

と
の
比
較
を
試
み
る
。
鳥
類
の
持
つ
神
異
、
と
く
に
鳥
と
い
う
鳥
が
英
雄
の
巡

遊
あ
る
い
は
戦
争
に
あ
た
っ
て
援
助
す
る
性
質
を
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、

人
間
の
歴
史
の
一
般
性
の
中
に
考
え
ら
れ
る
と
生
張
す
る
。

　
「
宇
陀
の
高
城
」
　
（
角
沿
女
衛
）
は
、
奈
良
梨
宇
陀
郡
菟
凹
野
町
佐
倉
の
桜

実
神
社
背
後
の
丘
陵
に
比
定
さ
れ
る
宇
陀
の
高
城
を
、
穿
邑
そ
の
も
の
の
遺
跡

で
は
な
く
、
穿
盤
の
逃
げ
域
で
あ
り
、
涌
時
に
部
族
圏
家
の
器
量
た
る
漁
師
の

屠
城
で
あ
っ
た
と
の
解
釈
を
と
り
、
こ
の
意
味
で
の
高
城
は
、
避
難
所
と
蓋
の

贋
城
と
い
う
二
重
の
性
格
を
帯
び
て
い
た
と
半
張
す
る
。
そ
し
て
、
神
武
爽
征



詳澱

説
話
を
適
確
に
理
解
す
る
た
め
の
分
析
を
試
み
て
歴
史
的
発
展
雲
隠
を
考
え
、

宇
陀
の
高
城
の
地
形
が
こ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
と
説
く
、
本
論
文
は
、
副
題
を
神

武
東
征
説
話
の
一
解
釈
と
す
る
が
、
傾
聴
す
べ
き
所
論
で
あ
る
。

　
次
の
酒
詰
博
士
の
「
日
本
古
代
に
お
け
る
労
働
力
の
運
営
偏
は
、
調
題
の
と

お
り
、
特
に
先
史
考
古
学
の
立
場
か
ら
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
、
奴
獄
時
代
の
実

態
は
、
先
史
考
古
学
に
よ
っ
て
実
証
さ
れ
、
そ
の
遺
跡
と
遺
物
の
解
釈
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
結
ぶ
。
次
の
吉
永
登
博
士
の
「
藤
原
の

宮
の
役
民
の
作
れ
る
歌
」
は
、
こ
の
歌
の
作
者
が
柿
本
人
麻
呂
で
あ
ろ
う
と
の

説
を
採
り
、
ま
た
藤
原
宮
の
周
材
を
運
搬
す
る
の
に
ど
の
道
筋
を
と
っ
た
か
を

考
え
た
論
文
で
あ
る
。
ま
た
「
平
城
京
の
特
殊
条
里
」
　
（
秋
山
臼
徳
望
）
は
、

著
薯
が
条
里
制
地
割
を
実
地
に
つ
い
て
調
べ
て
平
城
京
と
周
辺
地
割
と
の
関
係

を
つ
き
つ
め
て
い
る
う
ち
に
見
出
し
た
大
和
国
添
上
郡
京
縫
揚
条
里
な
る
特
殊

粂
里
の
存
在
と
、
そ
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
述
べ
た
も
の
。
　
「
大
和
麟
家
権
力
の

交
通
酌
基
礎
」
　
（
横
田
健
一
）
は
、
ま
ず
、
古
代
国
家
に
お
い
て
は
、
貢
租
の

形
熊
と
、
道
路
、
航
路
、
輸
送
等
の
そ
れ
を
受
け
い
れ
る
施
設
と
手
段
が
重
大

な
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
を
観
察
す
る
。
次
い
で
、
貢
献
説
話
と
貢
租
お
よ
び
そ

の
運
搬
形
態
を
、
遠
方
か
ら
来
貢
す
る
外
愛
人
の
場
合
、
照
性
豪
族
の
場
合
、

篠
役
労
働
の
場
合
に
わ
け
て
、
表
を
使
い
な
が
ら
論
じ
、
最
後
に
、
三
関
と
近

江
の
項
を
設
け
て
、
上
代
の
交
通
を
阻
害
し
た
要
素
を
考
え
る
。
横
田
教
援
は
、

三
関
が
で
き
た
の
は
近
江
朝
の
末
年
で
あ
ろ
う
と
論
証
し
て
い
る
。

　
浅
野
清
博
士
の
「
建
築
遺
跡
調
査
の
発
展
」
は
、
宮
殿
や
寺
院
な
ど
の
遺
跡
の

発
掘
調
査
に
つ
い
て
、
今
日
ま
で
の
経
過
を
述
べ
、
発
掘
事
業
の
発
達
進
歩
の

状
態
を
あ
き
ら
か
に
す
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
の
建
築
遺
跡
の
講
査
で
は
、

法
隆
専
大
講
堂
の
地
下
発
掘
、
斑
鳩
宮
跡
と
若
草
伽
藍
の
開
明
が
主
要
な
も
の

で
あ
り
、
戦
後
に
お
い
て
は
平
城
宮
島
の
発
掘
と
飛
鳥
寺
院
趾
の
発
掘
が
と
ぐ

に
注
羅
を
ひ
い
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
か
ら
の
大
規
模
な
建
築
遺
跡
の

発
掘
は
、
発
掘
技
術
の
高
度
の
進
歩
と
根
倹
っ
て
、
組
織
化
さ
れ
た
研
究
機
関

が
恒
久
的
泰
業
と
し
て
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
段
階
に
き
て
い
る
と
喝
破

す
る
。

　
「
鷹
上
鮎
祖
先
黒
総
の
成
立
過
程
」
　
（
薩
木
孝
次
部
）
は
、
日
本
古
代
に
お

け
る
有
力
氏
族
の
一
つ
、
巨
勢
氏
の
祖
先
系
譜
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
の
見
鰹

を
述
べ
る
。
古
事
記
に
み
え
る
建
内
系
譜
を
は
じ
め
巨
勢
氏
の
祖
先
に
関
す
る

諸
伝
承
を
詳
し
く
か
え
り
み
て
、
古
事
記
や
日
本
書
紀
に
巨
勢
氏
の
祖
先
伝
承

が
す
く
な
い
の
は
、
四
隅
氏
が
六
世
紀
以
後
の
薪
興
氏
族
で
あ
っ
て
、
当
時
の

史
官
が
そ
の
伝
承
に
権
威
を
認
め
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
ま
た

「
紀
氏
に
関
す
る
一
議
考
」
　
（
岸
俊
男
）
は
、
紀
氏
と
そ
の
同
族
が
、
大
和
朝

廷
の
朝
鮮
経
略
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
所
以
を
考
究
し
た
も
の
。
紀
氏
は
、

地
理
的
位
置
と
自
然
的
環
境
に
よ
っ
て
、
ク
ス
の
よ
う
な
船
材
に
恵
ま
れ
て
い

た
こ
と
。
外
洋
航
行
に
耐
え
る
大
形
船
建
造
の
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
、
瀬
戸
内

海
の
要
地
に
同
族
を
分
布
せ
し
め
た
こ
と
、
そ
し
て
か
く
の
如
き
墓
礎
の
上
に

立
っ
て
、
大
和
朝
庭
外
征
軍
の
主
力
と
な
り
得
た
こ
と
を
論
証
し
た
力
作
で
あ

る
。　
「
穴
師
神
社
の
一
考
察
」
　
（
井
上
薫
）
は
、
和
泉
の
思
量
神
社
、
こ
れ
と
関

係
深
い
大
和
の
穴
師
坐
兵
主
神
社
・
受
業
大
兵
主
神
社
に
祭
る
神
の
名
お
よ
び

神
の
本
質
に
聞
し
て
、
吉
照
菓
伍
、
内
藤
虎
次
郵
ら
諸
学
者
の
説
を
あ
げ
て
問

題
を
提
起
し
、
そ
れ
を
あ
き
ら
か
に
し
ょ
う
と
し
た
論
文
で
あ
る
。
　
「
十
輪
寺

結
衆
僧
に
つ
い
て
」
　
（
平
山
敏
治
鄭
）
は
、
大
．
和
の
田
原
胸
の
十
輪
寺
結
衆
仲

間
を
主
題
に
し
て
、
そ
の
寺
院
生
活
、
村
落
に
お
け
る
僧
侶
の
続
金
的
位
縫
及
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ぴ
柑
落
家
族
と
僧
侶
と
の
階
屠
的
な
関
連
に
つ
い
て
解
明
し
た
論
文
。
文
献
に

聴
し
た
忠
実
な
あ
と
づ
け
が
試
み
ら
れ
、
そ
の
事
実
が
、
生
活
の
慣
行
、
伝
承

的
な
層
化
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
説
い
た
五

十
三
頁
に
及
ぶ
力
作
。

　
「
漢
代
の
博
山
炉
」
　
（
杉
本
憲
司
）
は
、
博
山
蛎
が
い
つ
頃
か
ら
あ
ら
わ
れ
、

漢
代
を
通
し
て
い
か
に
変
遷
し
て
い
る
か
を
、
最
近
の
交
献
な
ど
を
参
事
業
な

が
ら
考
察
し
、
薫
煩
が
何
故
墓
の
中
に
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
に
論
じ

及
ぶ
。

　
「
川
の
水
生
虫
の
遷
移
篇
　
（
津
田
松
苗
）
は
、
奈
良
県
下
の
下
川
の
動
物
絹

を
多
年
研
究
し
て
き
た
著
者
が
、
そ
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
て
、
水
生
昆
虫
の

避
移
に
つ
い
て
新
た
な
考
え
を
発
表
し
た
も
の
。
ま
た
「
古
代
日
本
の
住
居
趾

か
ら
出
土
す
る
桃
核
に
つ
い
て
」
　
（
小
清
水
卓
二
）
は
、
日
本
餐
地
の
古
代
倥

居
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
。
桃
核
を
形
態
的
に
比
較
研
究
し
た
結
果
の
発
表
で
あ

っ
て
、
資
料
の
中
に
、
法
隆
寺
金
堂
外
陣
の
柱
の
上
部
の
貫
頭
溝
の
底
に
あ
っ

た
空
洞
の
中
に
お
さ
め
ら
れ
て
あ
っ
た
赤
核
も
あ
る
の
は
興
味
深
い
。

　
以
上
、
本
書
に
収
め
ら
れ
た
論
文
の
一
々
に
つ
い
て
、
簡
単
に
紹
介
し
た
が
、

す
で
に
与
え
ら
れ
た
紙
数
を
越
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
執
筆
者
の
大
部
分
は
、
現
在
そ
れ
ぞ
れ
の
奪
攻
分
野
で
活
発
な
研
究
活
動
を

し
て
お
ら
れ
る
学
者
で
あ
り
、
本
書
に
寄
せ
ら
れ
た
論
文
も
、
過
虫
に
稜
み
上

げ
た
業
績
を
踏
ま
え
た
上
で
、
最
近
の
見
解
を
表
明
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
こ

れ
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
学
界
に
刺
戟
を
与
え
、
関
係
の
研
究
鞍
を
爆
発
す

る
も
の
と
感
謝
し
た
い
。
橿
原
考
古
学
研
究
所
編
の
論
文
集
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

純
粋
に
考
古
学
の
論
文
と
購
え
る
も
の
は
、
半
ば
に
足
り
ず
、
、
隣
接
諸
学
科
の

論
文
が
半
数
以
上
を
占
め
る
。
こ
れ
は
、
冒
頭
に
触
れ
た
よ
う
に
、
同
研
究
勝

の
研
究
態
度
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
書
を
特
色
づ
け
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
本
書
の
す
べ
て
の
論
文
に
わ
た
っ
て
精
し
い
論
詳
を
加
え
る
こ
と
は
、

評
者
の
よ
く
す
る
と
こ
ろ
で
な
・
＼
以
上
の
よ
う
な
簡
単
な
紹
介
に
と
ど
め
る

よ
り
ほ
か
な
い
。
そ
れ
で
も
、
な
お
評
者
の
狭
い
知
識
の
故
に
正
し
い
理
解
が

出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
お
そ
れ
る
。
た
だ
本
書
の
書
名
「
近
畿
六
文
化
累
層
」

の
枠
内
に
入
ら
な
い
論
文
が
い
く
つ
か
あ
る
の
は
、
気
に
な
る
。
近
畿
地
方
の

彊
域
を
越
え
て
一
般
論
と
な
っ
た
も
の
、
別
の
地
域
の
問
題
を
取
扱
っ
た
も
の
、

あ
る
い
は
、
古
文
化
と
は
直
接
つ
な
が
ら
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
全
所
員
の
寄
稿
を
期
待
し
た
禺
版
物
と
し
て
や
む
を
得
な
か
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
ろ
う
が
、
せ
め
て
、
本
書
の
書
名
に
そ
う
よ
う
な
内
容
の
も
の
に
揃
え
て

ほ
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
論
文
の
配
列
に
苦
心
の
あ
と
が
認
め
ら
れ
る
し
、
論

文
は
そ
れ
ぞ
れ
が
珠
玉
の
一
篇
で
あ
る
。
こ
こ
に
浩
翰
な
論
文
集
を
発
刊
さ
れ

た
綴
原
考
古
学
研
究
所
と
執
筆
者
で
あ
る
全
研
究
所
員
各
位
に
敬
意
を
表
し
、

今
後
の
発
展
を
祈
る
。
　
（
A
5
判
六
四
闘
頁
　
昭
和
三
十
八
年
二
月
　
吉
川
弘

交
館
発
行
　
定
価
三
五
〇
〇
円
）
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